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 はじめに

2017年 9月7日から17日にかけて、 筆者は江蘇省と浙江 省において史跡

と文物の調査を行った。 本稿ではその際に訪れた、 第五十九福地の「張公洞」

の現況を報告したい。 また、 張公洞のある宜興のほか、南京・湖州 ・徳清の各

地で実見した宗教関連の遺跡の現況についても述べてみたい"。

ー、 張公洞と洞霊観

（ 一）張公洞の概要

張公洞は江蘇省宜興市の郊外、 市街地の西南側約18キロに位置する孟峰山

にある。 三国・呉の時、 大雨の後に洞窟が開いたと伝えられている。「張公」

とは張陵のことであり、 晋代の周処による『（ 陽羨）風土記』の逸文（南宋 ・

史能之の『咸淳砒陵志』巻十五所収）では「漢天師張陵の得道の地」とされて

いる。 また、 郭瑛が「張公山洞」に言及しているという記事も残っている （同

上）•2。 これらの記述には少し疑念もあるが、 張公洞の存在は古くから知られ

ていたようである。 また、 宋代には「張公」は張果を指すという説も行われて

いたらしい。

唐代になると、 張公洞は七十二福地の一つとされるようになる。 唐 ・司馬承

禎の「天地宮府図」（『雲笈七蔽』巻二十七所収）には、「第五十九張公洞。 常

州宜興縣に在り。員人康桑これを治む」とある •3。 福地の所在地、および康桑（庚

桑楚のこと）が統括する地である事が述べられており、 これが後世に踏襲され

ていく。 唐末・杜光庭の『洞天福地嶽漬名山記』では「陽羨山。 常州・義興縣・

張公洞に在り」と記され、 陽羨山という山名が付け加わっている ”。

上述のように、 唐代までには張公洞に張陵と庚桑楚が結び付けられていたよ

うである。 しかし、 唐代までの両者の伝記資料を見ても、 張公洞との関連は明

確ではない。 まず張陵の伝記資料を検討すると、 成立の古い『神仙伝』（『太平

広記』巻八所収）には、 張公洞で修行したという記述は無い
＊
5。 また、 庚桑楚

は『荘子』庚桑楚篇で老子の召使いとして登場するほか、 『列子』仲尼篇では

陳の国の聖人とされている。 陳の国は現在の河南省や安徽省に相当するので、

宜興とは地理的な隔たりも大きい。 現段階では、 張公洞と張陵・庚桑楚がなぜ

結びついたのかは不明である。

唐代に福地として位置づけられた後は、 張公洞は江南の主要な聖地として定

着したようである。 北宋・仁宗の時代、天聖四年(1026)に、宋朝は道教祭祀（投

注l …今回の調査には、 森
由利亜氏（早稲田大学文学
学術院）にご同行いただい
た（南京の朝天宮をのぞ
く。）この場を借りて、 各
種のサポー トと写真の提供
にお礼申し上げる。

注2 …『咸淳批陵志』巻
十五(17a-18a)。『宋元方

志叢刊』所収、 中華書局、
1990年。

注3… 『雲笈七鍛』 巻
二十七(15 b)。

注4 …『洞天福地嶽潰名山
記』(10 b)。 陽羨は宜興
の古称。 北宋・李思聰の『洞
淵集』では第五十五福地と
なっており、 陽羨山という
山名は消えている。

注5 ・・・『太平広記』（中華
書局、1961年）、55-58頁。
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注6… 『東斎記事 春眠退

朝録』（中華書局、1980

年）、4頁。『続資治通鑑長

編』 巻ー百四に「（天聖四

年十二月）辛巳、道録院上

所定名山 洞府歳投 龍簡者

二十慮餘悉罷之。」とあ

り、 投龍簡をする場所を道

録院が定めたことが記され

ている。また、『清波雑誌』

巻九にも、『東斎記事』と

同じような記述がある。

注 7… 『江蘇金石志』巻九。

注 8…宋代までの事績につ

いては、『（咸淳）砒陵志』

巻二十五(10b)を参照し

た。

注9… 司馬承禎の活動して

いた天台山の桐柏観のこと

を記した唐・崖尚の「唐天

台山桐柏観碑」（『金薙琳浪』

巻十五所収）の立石者で

ある、「砒陵道士・万恵超」

と同一人物と思われる。

注10… 『旧唐書』では「洞

虚真人」と なっているが、

これは書き間違いで あろ

う。

注 11 … 『（咸淳）砒陵志』

以外の資料では、劉赦が洞

霊観 で入道したことは記さ

れていない。

注 12… 劉赦（劉能真）の

事績については、 劉赦みず

からが 記した「靱建通元

（玄）観 記」（『両浙金石志』

巻九、lla-12b)を参照し

た。

注 13… 『重刊宜興県旧志』、
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龍簡） を行う費用と負担の軽減のため、 二十箇所の聖地を選び、 ほかのところ

では祭祀をとりやめることにした。 北宋 ・苑鎮の『東斎記事』巻ーにはその際

に選ばれた聖地が列挙されているが、その中に「常州張公洞」 も含まれており、

当時重視されていたものと思われる冗北宋・治平四年(1067)の「王説投龍記」

には、 皇帝の詔によって投龍簡が行われたことが記されており、 実際に祭祀が

行われたことが分かる文

（二） 洞霊観の概要

張公洞近くに建てられた道観が洞霊観である。『咸淳附陵志』によると、 唐

代以前は仏寺であった冗唐・開元の初め、 万恵超が投龍簡を行ったという。

なお、 この万恵超は司馬承禎とつながりがあったようである冗

天宝元年(742)、 老子を祖とする唐朝は道家の思想家たちを顕彰し、 庚桑

楚の著作とされる『冗倉子』が『洞霊真経』とされ（『新唐書』巻五十九・芸

文志）、 庚桑楚も「洞霊真人」と賜号された（『旧唐書』巻九 •本紀。） ＊10そ

れにちなみ、 道観の名前も洞霊観として定着していく。 張公洞が聖地としての

地位を確立すると同時に、洞霊観も祭祀の場所として機能したものと思われる。

その後、 南宋の宦官・劉赦がここで出家したことで、 洞霊観は転機を迎える

ことになる •II。 劉赦は紹興二十年(1150)、 高宗の命で杭州・呉山の寧寿観

の住持となり、同時に「能真」という法名を賜った '12。 高宗と密接な関係を持っ

ていた劉赦（ 劉能真） は宋朝に要請し当時の道観の最上級クラスである「宮」

に格上げすることに成功した。 その結果、 乾道六年(1170) に天申万寿宮と

賜額された。

元代の詳しい状況は不明であるが、 当時、 龍虎山の張天師を頭目とする正一

教・玄教の道士たちが隆盛を誇っていた時代であり、 初代張天師にゆかりがあ

る洞霊観も手厚い保護を受けていたと推測される。 その後、元末には廃れたが、

明・洪武二年(1369) には陳清源なる道士によって再建された
・
13。 しかし、

宗教活動は下火になっていったようである。

清代の康熙年間にはまた再建をはたし、 朝陽道院と称されるようになった

•14。 この名称は、 再建を主導した道士の潅朝陽の名に由来するものである。 潅

朝陽は人の吉凶を予見する能力を持っていたという。 なお、 現在、 洞霊観の入

口付近の碑亭には、「 朝陽道院開山碑記」という石碑が残されている。

（ 三） 張公洞と洞霊観の現況

現在、 張公洞と洞霊観は風景区として観光地化されている。 1934年、 地元

の名士である儲南強によって付近の善巻洞（ 後述） と同時に洞窟 内部を整備さ

れたのが、 近代的な開発の始まりであったらしい
＊ 15。 その後、 1982年には張

公洞は重点名勝風景区に指定され、 2006年には文物保護単位とされている。



1994年には政府から宗教活動の許可がおり、 それをうけて翌年の 1995年に

は洞霊観が再建されたという。

張公洞と洞霊観の位置関係を簡単に述べると、 両者とも同じ山に存在してい

る。 山の正面（風景区の入り口）から見ると、 左側の山腹に張公洞の入 口、 右

側に洞霊観の入口がある。（図l)張公洞は山腹の内部に広がっており、 洞霊

観は山に沿って建物がいくつか建てられている。（図2) 洞窟 の出 口は山の頂

上にあるが、 そこで洞霊観の最上層とつながっている。

張公洞に入ると、まず横長のホ ールのような洞窟（下洞）がある。（図3•4·5)

そして、 さらに奥に入っていくと、 さらに巨大なド ー ム型の洞窟 （上洞） が広

がっている。 最初の洞窟 もかなりの大きさであるが、 内部の洞窟 はさらに規模

が大きい。 洞窟 の大きさだけでいうならば、 筆者が以前に訪れた金華の洞窟 に

も匹敵する、 最大級の規模のものであった。

この内部の洞窟 は「海王庁」と称され、 簡単に言うと講堂や階段教室のよう

な作りとなっている。（図6 ) 洞窟 の入口から見て左手側が平板となっており、

右手側は傾斜していて階段状になっており、 徐々に出 口に向かって登るような

形で整備されている。 階段状になっている側には、 大きな石像がいくつか立て

られていた。「八仙渡海」の故事などをイメージして神像が作られているとの

ことであるが、 見たところ八仙が揃ってはいなかったようである。

洞窟 はまだ整備中という印象であり、 照明も暗く、 それほど内部を散策でき

るわけではない。 また、 唐末五代の杜光庭や元の楊維禎など著名な道士や文人

による題刻が残されているようであるが、 それらも確認することはできなかっ

た。

上洞の上方を仰ぎ見ると、 洞窟 の一か所に穴が開いており、 太陽の光が射し

込んでいる。 そこが洞窟 の出 口である。 その出 口までは少し勾配のある数層の

丘のようになっており、 洞窟 内部の階段を上っていくと辿り着く。（図7)そ

の出 口からさらに少し階段を上ると、 洞霊観の最上部にある三清殿の横に出る

ことができる。

洞霊観は上述のように山腹に沿って建てられた、 複数の殿宇によって成り

立っている。（図8)筆者の知る限りでは、 同じような構造を持つ道観には映

西省の楼観台がある。 山門から登っていく順に、 一層めに霊官殿（王霊官と四

神）、 二層目に真人殿（洞霊真人＝庚桑楚）（図9)•長生殿（福禄寿）・天師殿

（張陵と王長 ・趙昇 図10）、 三層めに玉皇殿、 最上層に慈航殿（観音） •財神

殿（財神）・八卦亭（老君）・三清殿（三清 図11) が配置されている（カッ

コ内は祀られる神仙。） 三清殿と洞窟 の出 口がつながっているのは、 先に述べ

たとおりである。

三清殿には道士がおり、 儀礼などを行っているようである。 洞霊観には宜興

市道教協会の事務所が置かれていることもあり、 派手さはないがきちんと整備

巻末 35a。『中国方志叢書
（華中地方・江蘇省）』所収
（成文出版社、 1989 年）。

注14 ・ ・・『重刊宜興県旧志』、
巻末 35a。

注 15…以下、 近代以降の

張公洞の状況については、
宜興市道教協会でいただい
た、 宜興市張公洞景区管
理有限公司編『張公福地』
(2012 年？）という冊子
を参照した。
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1 張公洞と洞霊観の入口に至る階段

2 洞霊観の遠景。山腹に沿って建てられている

4 張公洞の入口
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6 張公洞の上洞。上側を見ると、出口から光が差しているのが分かる

8 洞霊観の入口。階段で山頂まで登るこ
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10 真人殿の庚桑楚の像

9 天師殿の張陵の像

第五十九福地「張公洞」と周辺地域の宗教関連遺跡の現況 63 



注 16… 『（咸淳）砒陵志』
巻十五、 18a-b。
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されているという印象を受けた。 三清殿の前には願掛けの赤い布が幾層にも巻

き付けられていたが、 それらの大半は張公洞の観光客が購入して巻いたものと

思われる。 観光地と併設された道観としても機能していることが分かる。 また、

三清殿以外の建築はあまり整備されていないものの、 最近作られたとおぼしき

神像が置かれており、 洞霊観が安定した活動をしていることがうかがえた。

（ 四）宜興市道教協会でのインタビュ ー

洞霊観の山門近くには宜興市道教協会の事務所があり （ 図12)、 副会長であ

る陳文健 （法号：漁健）氏にお話をうかがうことができた。 （ 図13) 突然の来

訪にもかかわらず、 時間をとってお答えいただいたことに感謝したい。 以下、

陳氏からお聞きしたことを列挙する。

・宜興市では十六名の道士が活動している。

・句容 ・麗陽・宜興の出身で、 下は三十代から上は八十五歳まで様々な年齢の

道士がいる。

•そのうち、 四十代から五十代にかけての年代が一番多い。

・活動の拠点となる道観は七つあり、 その一部は全真教である。

•各道観に道士がそれぞれに二、 三名所属している。

・陳道長みずからは、 正一教に属していると自己認識している。 龍虎山とも交

流があり、 受録をしている。

・協会内では茅山で育成された道士たちもおり、 彼らには上清派という意識も

あるという。

• 3月と4月には「道教文化節」 を開催している。

・周辺地域の道観とも交流があり、特に無錫とは密接な関係を持っている。

・香港の青松観との交流はあるが、 台湾とは接点が無い。

（五）善巻涸

張公洞の西 北側に車で15分行ったあたりに、 もう一つの巨大な洞窟、 善

巻洞 （ 善乾洞と称す場合もあり）がある。 （ 図14) 周の幽王二十四年 （ 存在し

ないので係年の間違いか）に洞窟が開いたとされ、 歴代の文人も訪れている名

勝である '16。 張公洞と同じく、 二十世紀に入ってから儲南強によって観光開

発された洞窟であり、 宜興市の風景区にも指定されている。 （図15) なお、 梁

山泊との恋愛物語で有名な、 祝英台の故居が善巻洞にあったとされており、 そ

れにちなんだ観光開発もされている。

上洞・下洞と別れており、まず上洞から洞内に入っていく。 上洞は平たいホー



11 頂上にある三清殿。 向かって左側に張公洞の

出口がある

13 宜興市道教協会の陳文健氏と。 右は森由利亜氏、

左は筆者

12 宜興市道教協会
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注17 ・ ・ ・ 『（咸淳）砒陵志』
巻二十五、 lOb-1 la。
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ル状の洞窟である。 そこから階段で下洞に下りると、 上洞入口付近にある滝の

下にいったん誘導される。 （ 図1 6) その後、 戻っていくと地下河川があり、 船

に乗って出口の近くに達する。 張公洞に匹敵するか、 もしくはそれ以上の規模

を持った洞窟であり、 その巨大さには圧倒された。

二、 宜興の宗教関連遺跡

（ 一）周王廟 （ 宜興碑刻博物館）

周王廟は晋 代の周処 (236~297) を祭祀する廟である。 （ 図17)周処は

宜興出身の武将で、 最古の地方志ともいわれる『 （ 陽羨）風土記』を記した人

物である。（ 図1 8)宜興でも唐代に廟が作られた後、代々祭祀が続けられてきた。

周王廟は現在、 宜興碑刻博物館として開放されており、 廟の中の碑廊に唐代

から清代に至るまで多くの石碑が保存されている。 今回に訪問した際にも、唐・

陸機の「平西将軍周府君碑」（ 図19)や南宋 ・離徳藻の「重修英烈廟記」をは

じめとして、 歴代の石碑を実見することができた。

これらの石碑を見ると、宜興の人々が周処を祭祀し続けてきたことが分かり、

地元 の英雄として求心力を持っていたことが実感できる。 また、 これだけ通時

的に廟に関連した石碑の実物が残っている例は貴重であり、 民間信仰の研究に

とっても重要な資料群であるといえよう。

（二）文昌閣

宜興の市街地、 汎濱広場の一角に文昌閣がある。 （ 図20)この文昌閣はもと

もと通真観という道観の一部だったのを移築したものである。『咸淳砒陵志』

."によれば、 通真観は陳の太建二年 （570) の創建で、 もともとは弘道観と

いう名であった。 唐の神龍年間、興道観と改称し、北宋の大中祥符二年 (1007)

には玄道観と賜額された。 さらに、宋朝の伝説的な始祖 である聖祖・趙玄朗 （真

宗時代に「天書」 を下したとされる）の避諒で通真観と改称し、 以後はその名

称が定着した。

南宋・紹興の末に、 道士・焦善淵の要請で杭州 ・寧寿観の支院となる。 寧寿

観は上述の劉能真が住持となった杭州の道観であり、 中央とのつながりを維持

するための措置と考えられる。 また、 嘉定の初め、 道蔵を収めるための経蔵を

建てたというから、 それなりの規模を持った道観であったようである。

その後、元 代から清代にかけては興廃を繰り返し、 通真観は残されていない。

ただ、 偶然であるが、 今回宿泊した宜興国際飯店は「通貞観路」 にあり、 おそ

らく通真観 （ 貞と真は音が同じ）が付近にあったと思われ、 現在の宜興市の人

民医院の周辺に位置していたようである。 市街地の中心に位置していることか

ら、 地域の中心的な道観として機能していたと考えられる。

文昌閣は明代の万暦十二年(1584)に道士の談円慧が寄進を集めて建築され、



1 5  儲南強の像

17 周王廟の入口

1 8  周処の像

16 善巻洞の下洞。 女性二人
と比較すると大きさが分かる

19 唐 ・ 陸機 「平西将 軍 周 府
君碑」
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注 1 8 • • • 明代以降の沿革に

つ い て は 、 『重刊宜興県 旧

志』、 巻末 ( l l b- 1 2b) を

参照 し た。

注 1 9… 以下、 明代 ま で の

朝天宮の沿革に つ い て は、

『金陵玄観志』 巻ー ( l a-2a)

を参照 し た。 『続修四庫全

書』 第七一九冊、 上海古籍

出版社、 2002 年。

注 20… 清代以降の朝天宮

の沿革については 、 南京市

博物館編 『勝迩千年ー朝天

宮歴史沿革展』 （出版年不

明） を参照 し た。
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清代には再建されている。 ' 18 現在の建物をみるかぎりでは、 さらにその後に

大幅に修復されたもの と 思われる。（ 図21 ) 訪問した際には、 宜興における科

挙の歴史をふりかえる展覧会が行われていた。

三、 朝天宮 （南京）

南京の市街地にある 朝天宮は、明代初期の道教界の中核 となる道観であ っ た。

（ 図22) 現在、 遺跡は開放され、 一部は南京市博物館 と して使用されている。

朝天宮の道観 と しての前身は、 五代十国・呉国の紫極宮である ＂匁 紫極宮

は唐代に各地に創建された老子祭祀のための道観であり、 呉国もそれを継承し

たようである。 その後、 宋代に天慶観 となり、 元代には（ 宋代の遺風を廃する

ため） 玄妙観 と 改称された。 各地に存在する、 オー ソ ドッ クスな都市型の道観

といえよう。

その後、 元の至順元年 (1330)、 玄妙観は大元興永寿宮 と賜額される。 これ

は皇太子時代の文宗が金陵に滞在していた際、 玄妙観の道士である陳玉琳（ 陳

賓琳） と 趙嗣旗 との間に交流があり、文宗が即位した後に実現したものである。

「観」 から 「宮」に格上げされたこ とから、 その勢力が大きか っ たこ と がうか

がえる。

趙嗣棋は当時の有力な道士であり、 玄教の宗師や張天師 といった、 龍虎山系

統の道士の リ ー ダーたち と も協力関係を築いていた（ 趙嗣祗については後述） 。

大元興永寿宮は地域有数の道観 となり、 毘山の崇福観 と玄真観を支院にするま

でにな っ た 。

明代に入る と 、 大元興永寿宮は 朝天宮 と 改称され、 道教を管轄する街門であ

る道録司も設置された。 明 朝は南京に首都を置いたため、 南京は明 朝の宗教活

動の中心にもな っ た。 そのため、 明初の主要な道士たちも 朝天宮で儀式などの

宗教活動を行っ た。 元代の状況を引き継 ぐように、 龍虎山出身の道士たちが中

央に進出する際の活動拠点のひ と つ となった。

その後、 天順五年(146 1) に焼失し、 成化六年 (1470)、 礼部尚 書の鄭幹が、

右玄義の李靖観を住持に推薦し、その際に大々的な改修がなされた。 明代には、

城内の霊応観・慮龍観・洞神宮、 城外の仙鶴観・ 朝真観・洞玄観・玉虚観・祠

山廟 ・ 移忠観 ・ 祐聖観を管轄する、 南京の中核的な道観 としても機能していた。

続く清代でも 朝天宮は南京を代表する道観であり、 康煕帝や乾隆帝が訪れた

こ と もある •20。 同 治五年 (18 66) には曽 国藩によっ て 孔子廟に改築され、 江

寧府学も中に移転した。 現在の遺跡にある建築も道観ではなく、 孔子廟の形式

となっ ている。 また、 道士もおらず、 宗教活動は行われていない。

遺跡内には「奉教重修 朝天宮碑」 が残されているが、 碑石は摩耗して文章は

判読不可能な状態である。（ 図23)また、 上述のように現在は南京市博物館 と



20 文昌閣の入口

21 文昌閣と孔子の像

22 朝天宮の門

23 明 ・ 商略 「奉教重修朝天宮碑」

第五十九福地 「張公洞」 と 周辺地域の宗教関連遺跡の現況 69 



注 21… 龍門派の系譜につ
いては、 森 由 利亜 「全真
教龍門派系譜考」 （ 道教文
化研究会編『 道教文化へ
の展望』所収。 平／ 1 | 出 版
社、 1994年） を参照。 ま
た、 金蓋 山の龍 門派につ
いては、 以下を参照。 森由
利亜 「 呂洞 賓 と 全真教一
清朝湖州金蓋山の事例を中
心に一」 （ 砂山稔 ・ 尾崎正
治 ・ 菊地章太編 『講座道教

第一巻』所収。 雄山閣出
版、 1999年）、 王宗耀 「湖
州金蓋山古梅花観志」 （ 内
部 資 料、 2003年 ）、 モ ニ
カ ・ エ ス ポ ジ ト 著、 梅川
純代訳 「清代道教 と 密教 ：
龍門西竺心宗」 （ 泰谷邦夫
編『 三教交渉論叢』所収。
京都大学人文科学研究所、
2005年）、 高万桑 (Vincent
Goossart) 「 金 蓋 山 網 絡 ：
近現代江南全真居士組織」

（ 『全真道研究』 第 一輯所
収、 斉魯書社、 201 1年）、
Monica Esposito, Creative 
Daoism, Paris: University 
Media, 2013。 ま た、 龍門
派の湖州への伝播について
は、 呉亜魁『 江南全清道教

（ 修訂版）』（ 上海古籍出版
社、2012年） と弔志華 『清
代全真道歴史新探』（ 香港

中文大学出版社、 2014年）
も参照した。

注 22…古梅花観の沿革に
ついては、『 金蓋心灯』所
収 の 閲 ー 得 「金 蓋 山 純 陽
宮古今蹟略」 （ 杜祥潔主編

『 道教文献』 第 十 一冊、 丹
青図書有限公司、 1983年、
827 ~ 846 頁 ） と、 上掲
の金蓋山の龍門派に関する
先行研究を参照した。
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しても使用されており、 朝天宮とならんで明初南京の主要な道観であった神楽

観の石井が展示されている。 （ 図 24) なお、 南京の白馬公園の一画は南京石刻

博物館となっており、 明代のものを中心に各種の碑や神 道の石像が展示されて

いる。 その中に、神 楽観に立てられていたはずの「神 楽観澄泉碑」 もある。（ 図

25) 残念ながらこの石碑も保存状態はあ ま りよいものではなく、 判読は難 し

い状態であった。

四、 金蓋山古梅花観 （湖州）

湖州郊外の古梅花観は、 全真教龍門派第十一代の閲ー得が活動の拠点と した

道観である。 （ 図 26) 龍門派は、 全真教の始祖 ・王重陽の直弟子のひとり、 丘

処機を祖とする一派である •2 1。 清 代に第七代の王常月が活躍 し、 北京の白雲

観をはじめとする各所で戒律を伝授 し 、 龍門派の勢力を拡大させた。 閲ー得も

その流れに連なる一人である。

閉ー得は幼少時に病弱であり、 九歳の時に父親の命で龍門派の高東籠に弟子

入りし、 導引の術を習う。 その後、 高が仙去したため、 高の弟子 （つま り兄弟子）

の沈一柄に師事した。 その後、 金蓋山で修行し、 住持の代わりもするが、 雲南

で官職に就く。 父の喪に服するため金蓋山に戻り、 さらに母を亡く した後、 官

職に復帰せずに金蓋山を復興する道を選んだ。 その後、 古梅花観を拠点と して

教線を拡大 していった。 ま た、 その編著である 『金蓋心灯』は龍門派の道士の

伝記を集めたものとして有名である。

古梅花観は、 陸修静が隠居 し た場所であり、 梅の花を植えて楽 し みと した

と言い伝えられる
拿22。 その後の北宋時代、 呂洞賓が湖州の沈思の家に出現 し、

呂洞賓の銅像を祀るため、 沈思が斉仮寵を作った。 その後も、 数々の道士な ど

の隠居の場所となった （ 閲ー得の祖先も元代に隠居）が、 興廃を繰り返してい

たというのが実態のようである。 一時は仏僧がいたこともあるらしい。

龍門派の道観となったのは、 王常月から受戒 した陶守貞と黄守元 が金蓋山に

隠居 したことに始ま る。 陶守貞は金蓋山を復興させようとするが、 志半ばに し

て亡くなり、 一族の陶太定が事業を継承するも、 こちらも成功 しないま ま終わ

る。 その後、 閲ー得により復興し、 江南における龍門派の拠点の一つとして地

位を確固たるものに した。 古梅花観を総壇と して、 周辺にも多くの分壇が形成

された。

古梅花観は湖州の市街地の南にあり、 タ ク シ ーに乗って40 分ほ どで到着し

た。 訪問 した際、 古梅花観は改修 （再建 ？ ）工事中であり、 建物を取り壊 し始

めているところ であった。 （ 図 27) もう少 し時期がずれていたら、 調査も不可

能であったかも し れない。 数年後には リ ニ ュ ー アル し ていると思われるので、

20 17 年時点での様子を書き記しておくのも価値があろう。



24 神楽観の石井

26 古梅花観の門

25 明 · 胡広 「神楽観漕泉碑」
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27 古梅花観の門を別角度から （森氏撮影）
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古梅花観はなだらかな丘に沿って、 二階に分かれている。（図28) それぞれ

の階はいくつかのエ リ アに区切られ、 神仙が祀られていた。 普通の道観であれ

ば平地に展開している各種の殿宇が、 ーか所に凝縮されているとい えば分かり

やすいであろうか。
一階には五祖殿 ・呂祖殿 ・丘祖殿（山門から向かって左から右）、 二階には

観音殿 •関帝殿 ・玉皇殿 •財神殿 ・太 乙（天尊） 殿 ・斗母殿 ・財神殿（同上）

がある。 一見して 分かる通り、 一階は呂祖と龍門派の祖師たちを祀っており、

二階は 一般的に人気のある神々 を祭祀している。 古梅花観の特色を示すのは、

やはり一階であろ う。 とりわけ、 五祖殿は閲ー得 と 古梅花観にゆかりの道士た

ちを祀っていて興味深い。

ここでい う 「五祖」 とは、 高東簸 ・陶太定 •閲ー得 ・陶守貞 ・沈ー柄（正面

左から右） を指している。（図2 9 ・図3 0 ・図3 1 ) 上述の通り、 高東踊と

沈一柄は閲ー得の師、 陶守貞は王常月 から受戒し、 龍門派の流れを古梅花観に

もたらした人物、 陶太定は古梅花観の運営を継承した人物である。

古梅花観のす ぐ近くにある玄帝閣には、 三清 ・玄天上帝 ・張天師 ・孫思選が

祭祀されていた。 二階と同じく一般的に信仰される神格を祭祀しており、 龍門

派というよりは正一派といった趣であった。 また、 丹桂苑という建物があり、

古梅花観の管理委員会が置かれ、 道士の研修所 と しても使われているよ う であ

る。

道士への簡単なイ ン タ ビ ュ ーも行った。 現在、 古梅花観には六、 七名の道士

が在籍している と いう。 家から通っている場合もあるが、 それは在家 ・出家を

問わなかった 閲ー得の方針を継承しているからだそ う である。 また、 七十二か

所の分壇があるが、 そのこ とを認識していない信者もいるとい う 。 正一派や近

隣の仏寺とも交流しているとのことであった。

五、 徳清の道観 と廟

徳清県は湖州と杭州のち ょ う ど中間に位置している。 高速鉄道の駅もあるが

止まる本数は少なく、 開発途上という印象であった。 徳清県における道教の活

動は、 大躍進 ・文化大革命の後で途絶えていたようである。 最近出版さ れた

地方政府編纂の 『徳清県志』 におい ても、 道教の項目は立てられていない •230

しかし、二十一世紀初頭から徳清県の道教は徐々に復興しはじめている。 今回、

注 23 …徳清県地方志編棗 徳清県の三つの道観 と、 一つの廟を調査することができた。 それぞれの沿革と
委員会編『徳清県志』 （浙 現況を以下に述べていく。
江人民出版社、 201 5 年）

（一） 畑霞観

姻霞観は徳清の市街地にある唯一の道観である。（図32) いくつかの WEB
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28 古梅花観の一階部分
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29 五祖殿。 中央は閲ー得

30 五祖殿。 高東薙と陶太定 31 五祖殿。 陶守貞と沈一姻
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注 2 4 … h t t p : / /  
l i f e . z j r x z . c o m /  
html/201 70508/779675.  

shtml (20 1 8 年 2 月 26

日 閲覧 ） など。 この記事に
よれば、 歴代、 様々 な流派
の道士が住持をして 、 大躍
進の時期に廃 さ れ たとい
う 。 しか し、 何に基づ く 記
述かは不明である。

注25 …明 ・ 程嗣功 （ 修） 、
明・賂文盛（ 纂）『 武康県志』
（嘉靖二 十 九年刊本） 巻三
(6a-b) 。 『天一 閣蔵明代
方志選刊』 第二十冊所収、
上海古籍書店、 1 982年。

注26…南宋 ・談鎗『 呉興志』
巻六、3a-b。 『宋元方志叢刊』
所収、中華書局、 1 990年。
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サイ ト によれば、姻霞観は南宋時代に創建された道観とされている •24。 しかし、

各種の資料を見るかぎりでは、 姻霞観の由来ははっ きりしない。

姻霞観の名前は、 宋の劉士頴の別荘と伝えられる「姻霞埠」 に由来するのは

間違いなさそうである。 その別荘は「姻霞洞天」とも称され、 武康県の景勝地

の一つとして知 ら れていたという •25。 しかし、 そこに道観が建て ら れたとい

う 記録はなく、 清代ま での地方志を見て も 、 姻霞観に該当する道観を見いだせ

ない。 現段階では具体的な沿革は不明である。

姻霞観は徳清 の市街地の東南側、 塔山森林公園の中にあり、 タ ク シーで簡単

に行くことができる。 現在、 姻霞観はメ インの玉皇殿が改修工事中であり （ 図

33) 、 観音殿な ど で宗教活動が行われているようである。 （図 34) 現地を訪問

した際は、ち ょ う ど 『北斗経』の読経を 行 っ ているのを見ることができた。 （ 図

35)今回調査したかぎりでは、 徳清 で道士が常駐している道観は姻霞観のみ

であり、 これからの道教の復興に中心的な役割をはたすと思われる。

姻華観の法事組組長である宣文輝 （道名 ：宣羅振） 氏に少しお話を う かが う

ことができたので、 以下に簡単に記しておく。 突然の訪問にもかかわらず、 情

報を提供していただいた宣道長にこの場をお借りしてお礼 申 し上げる。 なお、

徳清のほかの道観についても 情報を提供していただいたが、 それは各道観の項

目 で記すことにする。

・畑華観は正ー教の道観であるが、 全真教の道士も在籍している （ 読経の儀式

を行っ ていた道姑は全真教とのこと） 。

・現在は1 0人ほ どの道士が在籍している。龍虎山で受録している場合が多いが、

茅山と関係がある者もいる。

・武漢の長春観や北京の白雲観とも連絡を取 っ ている。

・宗教活動は陰陽とも にあり、 死者救済の儀礼と招福の儀礼のど ち らも行う。

•それぞれの儀礼の時によっ て道服の色も 青・黄・赤な どに変える。

•三元 日の祭祀、 玉皇大帝や観音の祭祀も 行 っ ている。

・現在、 徳清の複数の道観が復興に向けて活動しているのは、 たまたま時期が

重複しただけである。 それぞれの道観にもともと復興の兆しはあ っ た。

（ 二） 昇玄観 （ 昇元 報徳観）

昇玄観は徳清の南部、 市街地から30 分ほ どの三合郷上楊村にあり、 ほぼ杭

州市との境 目 に位置している。 地図ア プ リ にも場所が示されており、 思ったよ

りも簡単にた どり着くことができた。 （ 図 36)

南宋・談鍮の 『呉興志』巻六な どによれば、 紹興二十六年 ( 1156)、南宋の

将軍・楊存中が創建し、 祖 慶章が招かれて住持をつとめた •26。 付近の施渚鎮



32 姻霞観

33 改修中の玉皇殿を背後から撮影

34 観音殿

35 読経の儀式。一番左 側は道姑 （女性道士）
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注27…杜道堅の事績と元
代の昇元報徳観について
は、 戴元表 「計誨山昇元報
徳観記」 （『 刻源集 』 巻五）
と趙孟頷 「隆道沖真崇正
真人杜公碑」 （『 松雪斎集』

巻九 ） を参照した。

注28…趙嗣棋の事績につ
いては、 陳性定 編集、 呉
明義校正『 仙都志』 巻下
(2b-3a)、 陳旅 「罠山州崇
福観記」 （『 安雅堂集』巻八）、
黄図 「玄明宏道虚ー先生趙
君碑」 （『金華黄先生文集』

巻二 十 九）、 虞集 「虚州路
少微山紫虚観記」 （『道園学
古録』 巻四十六）、虞集 「仙
都山新作玉虚宮碑」 （『 道園
学古録』巻四十八） を参照
した。

注29… 明代以降の沿革に
ついては、 呉 亜 魁『 江南
全真道教 （修訂版）』 （ 1 74
~ 178頁） を参照した。
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にあった玄真観の廃額を移籍 したというから、 当初の名前は玄真観だったよう

である。 乾道二年 (11 66)、太上皇 （ 退位 した高宗）が 行幸 し、 その後に昇元

報徳観と賜額さ れた。

南宋時代、太上皇が行幸に訪れるほ どであるから、 すでに地位を確立してい

たようであるが、 元 代に活躍 した大物道士である 杜道堅が住持になったことで

最盛期を迎える •27。 杜道堅は 杜預の後裔を 自 称 し、 十四歳で異人から伝授を

受けたという。 茅山で修行 し、 第三十八代宗師の蒋宗師から上清 経を伝授 され

た。 その後、 昇元報徳観に招かれて住持になった。 教理の研究を行い、 清 規を

整備 して、 道観を盛り立てたという。

その後、 世祖フビラ イから江南の人材を捜すよう命を受けるな ど、 朝廷との

つながりも強くなっていく。 当時隆盛を誇っていた玄教の宗師である張留孫

や呉全 節たちからも信頼され、 杭州の宗陽宮の住持となり、 大徳七年 (1303)

には「杭州路道録 ・教門高士」 となった。 さらには杭州の四聖延祥観の住持も

兼任 し、重建に貢献 したという。 引退する際、弟子の挑志恭を昇元 報徳観の提点、

法孫の孫棋真を提挙に した。 有名な文人である 趙孟頗も 杜の「高第弟子」 のひ

とりであり、 杜のために石碑を記している。

さらに、 もう一人、 元 代の大物道士である 趙嗣旗もこの道観に在籍していた

*28。 趙は師の張徳患により銭塘へ遣わされ、 杜道堅に宗陽宮で面会 し、 趙は昇

元 報徳観に派遣 さ れることになった。 昇元 報徳観の住持である挑季安が死去 し

たのち、 その地位を継承 した。 趙は 杜と同じく玄教の宗師たちと強いコ ネを持

ち、江南の人材を推挙する役割を担った。 また、各地の聖地で皇帝の代理となっ

て祭祀を 行うな ど、 や はり元 朝と密接なつながりを持つ道士であった。 当時、

昇元 報徳観も手厚く保護さ れていたものと推測 される。

その後、 昇元 報徳観は元 末には戦乱により焼失して しまい、 明 ・洪武二十五

年 (1392) に哀居安によって再建された •29。 その後の状況は資料が不足 して

おり不明であるが、 清代の康熙六年 （1667) には余体崖によって再度復興さ

れたという。 1928 年に刊 行された 『計籠山志略』に収録さ れている各種資料

によると、 余体崖は銭塘の人で、 全真教龍門派の中興の祖である王常月から戒

律を伝授 さ れたという。 余は全真教龍門派の第八代の派名 （「守」淳）を持っ

ており、 弟子の派名にもみな第九代の「太」 の字が含まれていることからも、

全真教龍門派の道士であったことが分かる。 その後の昇元 報徳観は、 民国期に

至るまで全真教龍門派の法統につながる道士たちに運営さ れていったようであ

る。 つまり、 もともと龍虎山 （ 正ー教・玄教）と関係が強かったのが、 全真教

に取って代わられたわけである。

姻霞観の宣道長によると、 今の昇元 報徳観 （ 現在は昇玄観と称さ れている）

もや はり「全真」 に分類さ れているとのことであった。 現地を訪れた際には道



士はおらず、 老人が一人で留守番をしていた。 （ 図37) 老人によると道士がい

るとのことであった。 道観内部の机の上にはお札やお香、 蝋燭や紙銭な どが置

いてあり、 宗教活動は行われているようである。 （図38 ) しかし、 建物はコン

ク リ 造りで道観のようには見えず、神像も大き く はな く 、 活動の規模はそれほ

ど ではないと思われた。 なお、 宣道長によると上述の 趙孟類の石碑が近 く に残

されているとのことであったが、 時間不足のため調査することはかなわなかっ

た。

（ 三）紫極観 （ 徳清）

紫極観は徳清市の西 部、 乾元 鎮幸福村にある。 徳清の市街地からは一時間弱

といったところであろ うか。

南宋 ・ 談鍮の 『呉興志』巻六によれば、 紫極観は梁 ・ 大同七年 (54 1) に創

建された 丸 沈文仲が、 呉興の太守 であった曽祖 の沈道思が道教信仰を持っ

ていたことにちなみ、 祖 父の旧宅を喜捨して道観にしたという。 当初は太玄観

と称して いたらしい。 唐代には中岳の道士である沈法謙が銅鐘と酷壇を喜捨

したというが、 中岳との関係は不明である。 その後、 北宋・治平二年 (1 065)

に紫極観と改称し、 その名称が今も使われている。

その後、 元 ・ 至正年間に兵火で焼失し、 明 ・ 洪武の初めに再度復興したとい

ぅ 叫 さらに、 清代の光緒十二年 (188 6) から数年かけて復興され、 その際

に呂祖 の像と鸞壇が設置されたという。 詳細は不明であるが、 呂祖 信仰の道壇

として再生したようである
拿320 

畑霞観の宣道長によると、 紫極観もや はり「全真」の道観ということであっ

た。 それは清代に呂祖 信仰を中心にして復興した名残と思われる。 現在の紫極

観は復興の途中 であり、 道観の建物もコンク リ 造りで道観というよりは街工場

のような印象を受けた。 （ 図39) 道士の服が干してあったものの、 訪れた際に

は無人で話を聞 く ことはできなかった。 また、 寄進者 リ ス ト も見受けられ、 一

定数の信者もいるようであるが、 祀られている神像も大きなものはな く 、 細々

と活動している様子がうかがえた。 また、 戯台があって椅子が積まれていたの

で、 演劇も行われているようである。 （ 図40)

事務所 （ ？ ）の掲示や 看板から見ると リ ニ ュ ー アルする計画があるようで、

霊官殿 ・ 紫微大殿・斗母殿から成る完成予定図が掲げられていた。 数年後に再

訪したら面 目を一新しているかもしれない。

（ 四）防風祠

夏の時代の伝説的な人物である、 防風氏を祀る廟が防風祠である。 （ 図41

図42) 防風氏の領地が現在の徳清のあたりとされていたことに由来する。 晋

注 30…以下、 北宋 までの
沿 革 に つ い て は 、 南宋 ・
談鎗 『 呉興志』 巻六 (3b)
を参照 。

注3 1 …元代以降の沿革に
ついて は、清 ・侯元梨 （ 修）、
清 ・ 王振孫等 （ 纂）『 徳清
県志 （ 康 熙 十 二年紗本）』

巻三を参照 。『中国方志叢
書 （ 華中地方 ・ 浙 江 省 ）』

所収本、 1 58 頁。

注32• • • 呉 鶯 泉 等 （ 修 ） 、
程 森 （ 稟 ） 『 徳 清 県 新志
（ 民國二 十 一年本）』巻三、
23a。 『中 国 方志叢書 （ 華
中地方 ・ 浙江省）』 所収。
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36 昇玄観の遠景 37 昇玄観の外観

38 昇玄観の内部 39 紫極観の外観

40 紫極観の内部。人形劇用の人形 （ ？ ）

42 防風氏の像

41 防風祠の外観
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の元康年間に廟が立てられ、 唐の元和年間に再建された
＊
33

0

さらに後唐・長興二年 (931) に呉越国の初代国王・銭鍔が廟を再建してお

り、 その際に 自 ら記した「新建風王霊徳王廟記」 が知られている。 なお、 その

文を刻んだ石碑は、 現在も防風祠の前に保存されて いる。（図43)

防風祠は市街地の東南にあり、 中心部からも タ ク シーに乗れば二十分ほどで

到着する。 現在の防風祠は、 観光地のラ ンドマ ーク と いった趣である。 周辺は

飲食店街が作られ、 郊外の歓楽地 として開発を進め ているよ う であった。 廟も

それに合わせて灌洒でモ ダンな建築 として整備されていた。 なお、 旧暦の八月

二十五 日 が防風氏の祭 日 と されており、 廟会が開催されるよ う である •
3

40

おわ り に

以上、 第五十九福地の張公洞、 およ び宜興・南京・湖州・徳清の宗教に関連

する遺跡について、 その現況を報告した。 さらに、 関連する資料をあげて、 そ

れぞれの沿革も述べた。 ま だ不明な点も多いが、 それは今後の課題 と したい。

今回調査した聖地や道観・廟について、 関連資料 と現況を考え合わせてみる

こ と で、 六 朝時代から現代に至るまでの大きな流れを俯敵するこ と ができた。

時代 ご と の盛衰や変遷はあるものの、 それらに何かしらの宗教的な磁場が存在

し続けるこ とにあらためて興味を感じた次第である。

※この調査報告は、 科学研究費補助金「道観関連資料を基軸 と した明代道教の

宗教活動の基礎的研究」（課題番号16H071 70) の成果の一部である。

43 呉越 ・ 銭謬 「 新 建 風 王

霊徳王廟記」

注 33…南宋・談鎗『呉興志』

巻十三 （十七 a-b)。

注 34 • • •徳清県地方志編棗

委員会編 『徳清県志』。
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